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研究成果概要 

本研究では、東京大学宇宙線研究所・明野観測所と GRAPES-3 実験（インド）のミュ

ーオン検出器を用いて、銀河宇宙線の強度変動の観測をおこなう。我々が用いるミュー

オン検出器は日本とインドで稼働し、それぞれ広視野かつ方向識別能力を持っている。

観測地点の地理的位置の違いと地球の自転を利用することで、現象の空間変動と時間変

動をよく分離でき、これにより惑星間空間磁場（IMF）の構造と太陽圏内部での宇宙線の

流れを理解することが本研究の目的である。 

以下に平成 27年度の本研究に関する活動報告と研究成果を報告する。 

 

明野ミューオン観測 

 本研究では、日本における観測拠点として、

明野観測所のミューオン検出器 M1、M5、M8

を運用している。昨年度から明野ミューオン検

出器の比例計数管の補修・整備作業を開始した。

現在拡張作業が進められているGRAPES-3のミ

ューオン検出器と並行した作業となっている。

平成 27年 9月には、中部大学の大嶋・柴田、愛

知工業大学の小島、広島市立大学の田中、大阪

市立大学の林・川上が明野観測所に滞在し、比

例計数管の補修・整備のための準備作業をおこ
図 1  M5比例計数管の PWA・PHA測定 



なった。特に M5 に関して、試験的に比例計数管の PHA・PWA 分布の測定（図 1）をお

こない、スペクトルの確認と不良管の仮選定をおこなった。その結果、M5では 1割近く

（約 20本）の比例計数管に補修が必要であることが判明した。この滞在期間中に、平成

28 年度の作業計画を立て、比例計数管の補修作業とデータ収集システムの改修を盛り込

んだ。その後、平成 27年 11月に大嶋が、翌年 3月に大嶋・田中が明野観測所に滞在し、

準備作業とともにステーション内の物品整理をおこなった。現時点で検出器一基分につい

て、比例計数管の補修に必要な真空系物品（真空ポンプや PR ガスなど）をほぼ揃えるこ

とができ、M8内部に保管している。さらにもう一基分の真空系物品について、田中等と協

力し取り揃えているところである。また、以前からの懸案であったネットワーク環境に関

して、平成 28 年 3 月に大嶋・柴田・鈴木による作業により、M1、M8 で利用していた

ADSL回線をワイアレスインターネット回線へ切り替えた結果、安定したインターネット

環境を確立することができ、各ステーションで安定的に外部との通信が可能になった。 

 

GRAPES-3ミューオン観測 

現在進行中のミューオン検出器の拡張作業については、平成 27年 3月には、大嶋が現

地にて比例計数管の製作手順および建屋建設の進捗状況の確認をおこなった。また、平

成 27 年 11 月からは、大阪市立大学の林が現地に長期滞在しており、比例計数管製作の

指導にあたっている。平成 28年 2月時点で 889本の比例計数管が完成している。 

 

研究成果 

 太陽風速度の変動と宇宙線強度の変動の間に、(-1.33 ± 0.07) × 10-3 %/kms-1の関係があ

ることを示した論文が出版された［1］。第 34回宇宙線国際会議にて、下記の二編の発表

をおこなった。一編目では、Swinson flow異方性と宇宙線強度変動に対してそれぞれ独立

した解析をおこない、得られた剛度 77 GVの宇宙線に対する拡散係数 1.0 ~ 1.1 × 1019 m2/s

を報告した［2］。二編目では、宇宙線強度変動の剛度依存性について Forbush Decrease発

生時とそうでない時期に分けて解析をおこなった結果を報告した［3］。 
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